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MHz 高周波放電を用いた場合の鉄原子線の発光スペクトルの特性を測定した。今までは 13.56 


































難がある。この問題点を克服するために、パルス GD-OESを Qスイッチ Nd：YAGレーザーと組み






LIBS のみの場合、そしてヘリウムグロー放電プラズマにレーザーを打ち込む LAGD の場合、この
三つの条件で調べた。それぞれの条件で銅の原子線とイオン線の発光スペクトルと発光強度を測定
し、解析した。LAGDの効果を発揮するために、レーザーパルスエネルギーは約 50-400 μJ/p に設
定する方が適切だと判明しされた。そして LAGDでは、原子線よりイオン線のほうでレーザー照射
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